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※ Drug Information は医学部・附属病院 HP の下記アドレスにて提供しています。

 http://www1.med.gifu-u.ac.jp/web/drug-info/ 

 
電子メールによる連絡を希望される方は下記までご連絡下さい。 
 di8931@gifu-u.ac.jp（担当：安田） 

 



 

 

エンシュア・リキッド、エンシュア・Ｈ（第 2 報）および 
ラコール、大建中湯の供給不足に伴う対応について 

 

経腸栄養剤「エンシュア・リキッド、エンシュア・H」につきましては、先日の

DI ニュース No.13 で震災の影響による供給不足のため、経管および重症患者など投

与が必要不可欠の場合にのみに使用していただくようお願い致しましたが、その後

供給状況が更に悪化し、薬剤の入手がほぼ出来ない状況となってきております（院

外についても同様です）。そのため、本剤について処方日数を一時的に 14 日間まで

に制限することと致します。また、同効の経腸栄養剤である「ラコール配合経腸用

液」についても供給不足を来しているため、同様に 14 日間までに制限することと致

します。 

また、ツムラの漢方製剤が供給不安定となっておりますが、中でも「ツムラ大建

中湯エキス顆粒」につきましては需要量が多いこともあり、供給が非常に不足した

状態となっております。そのため、本剤についても処方日数を 14 日間までに制限す

ることと致します。 

各薬剤とも、オーダについては 3 月 31 日(木)より最大投与日数を制限させて頂き

ますので、ご協力の程お願い致します。薬剤の安定供給が可能になり次第処方日数

の制限は解除させて頂きますが、詳細については別途連絡致します。 

なお、他の薬剤の状況も含め、震災に伴う薬剤の供給状況については、電子カル

テ上のオンラインマニュアル「◆◆薬剤◆◆」の項の「4. 東北地方太平洋沖地震災

害による医薬品の供給への影響について」に随時掲載しておりますのでご参照くだ

さい。 

不明な点につきましては、薬剤部・医薬品情報管理室（内線 7083）までご連絡下

さい。 

 

震災に伴う日数制限対象薬（3 月 31 日時点） 

薬品名 薬効分類 制限開始日 制限日数 

チラーヂン S 錠 25g 甲状腺ホルモン製剤 3 月 17 日 14 日 

チラーヂン S 錠 50g 甲状腺ホルモン製剤 3 月 17 日 14 日 

チラーヂン S 散 0.01% 甲状腺ホルモン製剤 3 月 17 日 14 日 

エンシュア・リキッド 経腸栄養剤 3 月 31 日 14 日 

エンシュア・H 経腸栄養剤 3 月 31 日 14 日 

ラコール配合経腸用液 経腸栄養剤 3 月 31 日 14 日 

ツムラ大建中湯エキス顆粒 漢方製剤 3 月 31 日 14 日 

 


	エンシュア・リキッド、エンシュア・Ｈ（第2 報）およびラコール、大建中湯の供給不足に伴う対応について

